








目的  

当センターNICU の年間入院総数平均 340 名中約 150名(44%)は、出生体重 1,500g 未満の極

小未熟児である。そのうち人工呼吸器を 2 週間以上を必要とするものは、約 12%を占めて

いる。今回これら極小未熟児のうち人工呼吸器より離脱した後の回復期にある児3例につ

いて、養育者(看護婦・医師・両親)の接触と児の行動とを観察した。それによって NICU

における回復期の極小未熟児の胎外環境への順応を知り、児に対する医療および看護の質

的・量的変化を明らかにすることである。今回は、抜管されて集中的な呼吸循環管理から

解放された児と児への接触を、24 時間 VTR 録画記録より分析した。 


